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金属資源の持続的循環利用に資する
新奇有機化合物の開発

シリカゲルやセルロース、金属酸化物など
の担体表面に設計した配位子を修飾し、固
体分離材料としての展開できればと考え
ています。

硫黄を含む配位子(抽出剤)は、金や白金族など特定の金属
に対する強い配位能と選択性を有していますが、錯体となっ
た金属をpH制御によって脱離させることが困難であり、これ
が湿式精錬法への応用が進まない原因となっています。

本研究では、酸化還元によってその立体構造が変化するヘ
テロ芳香族オリゴマを骨格として用い、pHではなく、電気化
学的に錯形成・脱離を制御可能な新奇配位子の創製に取り
組んでいます。

図は電気的に特性が制御可能な配位子（抽出剤）の作用原理を示しています。
配位子の分子構造変化による錯形成・錯解離を狙うものです。
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